き やう だ い 

お母さんと 一 一人の 姉妹 の 顔 を 見る と、 すぐ、 山の 神 

奢 13 

むくどり 

『よしよ し、 判った。 椋鳥 椋鳥』 とおつ しゃって、 と 

ん とんと 杖で 地面 をお たたきに なります と、 椋鳥が 飛 

ん でまゐ りました。 

『椋鳥、 お前の 国へ この 姉妹 を つれて 行く のぢ や。』 

『かしこまりました』 と 椋鳥 は、 二人の 姉妹に 白い 布 

お ほき うつろ 

で 目隠し をして、 大な椋 の 木の 空洞の 前へ つれて ゆ 

きました。 

『この 中に 一本道が あるから、 何ん にも 考 へずに、 真 

直に 歩いて 行 くんだ よ』 と 二人の 姉妹 を 空洞の 中へ い 



楽々 と 丘の 上へ あがる ことが 出来ました。 

いつも 楽しく 遊びた ければ 

姉と 妹と 仲よ くな され 

と、 お 杉と お 紺の 手 をと つて、 丘の 上の 子供達 は 謡 〔# 

ルビの 「うた」 は 底本で は 「むく 匕 つて くれました。 椋鳥 

もうれ しさう に、 

『いい かい、 忘れて はいけ ない よ』 

と 二人の 姉妹に、 また 白い 布の 目隠し をして、 元来た 

うつろ 

暗い 空洞の 一 本道 を 山の 神様のと ころへ つれて 戻リま 



した。 

山の 神様 は、 

『それで 灶 P 溝 結構。 』 

とおつ しゃって、 大層お よろこびに なられました。 

二人 は 生れ か はった やうに、 ほんた うの 仲の よい 姉 

妹に なって、 お母さんと 三人で、 椋鳥に おくられて、 

うち 

お 家へ 帰って来ました。 
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